
用語等用語等用語等用語等のののの解説解説解説解説    

    （１）「「「「一次診断一次診断一次診断一次診断」」」」とは、  補強補強補強補強のののの要否要否要否要否のののの判定判定判定判定をををを行行行行うううう精密診断精密診断精密診断精密診断（（（（二次診断以上二次診断以上二次診断以上二次診断以上））））をををを行行行行うかどうかについてうかどうかについてうかどうかについてうかどうかについて検討検討検討検討するするするするためのもので、柱や壁の量から簡略的に評価することを目的とした診断方法です。  （２）「「「「二次診断二次診断二次診断二次診断」」」」とは、  柱・壁・コンクリート強度・鉄筋量等から、建物建物建物建物のののの強強強強さとさとさとさと粘粘粘粘りをりをりをりを精密精密精密精密にににに算出算出算出算出するするするする診断方法です。  （３）耐震二次診断耐震二次診断耐震二次診断耐震二次診断のののの結果結果結果結果について ①「方向」欄の「Ｘ」「Ｘ」「Ｘ」「Ｘ」はははは建物図面建物図面建物図面建物図面のののの横方向横方向横方向横方向を、「Ｙ」「Ｙ」「Ｙ」「Ｙ」はははは縦方向縦方向縦方向縦方向を表します。 「階」欄のＲＣは鉄筋コンクリート造を、Ｓは鉄骨造を表します。  ②「「「「IIIISSSS値値値値」」」」について 「「「「構造耐震指標構造耐震指標構造耐震指標構造耐震指標」」」」と呼ばれ、建物建物建物建物のののの強強強強ささささ、、、、地震地震地震地震にににに対対対対するねばりするねばりするねばりするねばり強強強強ささささ、、、、形状形状形状形状、、、、経年経年経年経年によるによるによるによる劣化劣化劣化劣化の積による耐震性能を表すもので、このこのこのこの数値数値数値数値がががが大大大大きいほどきいほどきいほどきいほど耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能がががが高高高高いいいいことを表しています。   建築物の耐震改修の促進に関する法律における技術的指針では、次のようにうたわれています。      ※大規模な地震とは、震度６強から震度７程度の地震を想定しています。  ③「CCCCTUTUTUTU・・・・SSSSDDDD値値値値」について  建物の形状形状形状形状などをなどをなどをなどを考慮考慮考慮考慮した耐震性能を表す数値です。このこのこのこの数値数値数値数値がががが大大大大きいほどきいほどきいほどきいほど耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能がががが高高高高いいいいことを表しています。  ④「ｑｑｑｑ値値値値」について 「保有水平耐力保有水平耐力保有水平耐力保有水平耐力にににに係係係係るるるる指標指標指標指標」と呼ばれ、建物が地震による水平方向水平方向水平方向水平方向のののの力力力力にににに対対対対してしてしてして対応対応対応対応するするするする強強強強ささささを表すもので、このこのこのこの数値数値数値数値がががが大大大大きいほどきいほどきいほどきいほど耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能がががが高高高高いいいいことを表しています。  なお、屋内運動場屋内運動場屋内運動場屋内運動場のののの鉄骨造鉄骨造鉄骨造鉄骨造((((ＳＳＳＳ造造造造))))部分部分部分部分については、「CTU・SD 値」に代わって「ｑｑｑｑ値値値値」を記載しています。  （４）耐震補強工事耐震補強工事耐震補強工事耐震補強工事のののの要否判定要否判定要否判定要否判定について ①①①①    校舎校舎校舎校舎  耐震補強工事の要否判定は、  IS≧IS0＝Es×Z×G×U かつ CTU・SD≧0.3×Z×G×U の場合を「想定する地震動に対して所要の耐震性を確保している」と判定し、 それそれそれそれ以外以外以外以外は「耐震性耐震性耐震性耐震性にににに疑問疑問疑問疑問ありありありあり」と判定します。  準拠基準；「2001 年改訂版 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ増建築物の耐震診断基準・同解説」（日本建築防災協会）  網走市網走市網走市網走市のののの場合場合場合場合は、  Es：耐震判定基準指標（＝0.60.60.60.6）  Z：地域係数（＝0.90.90.90.9：網走市）  G：地盤指標（＝1.01.01.01.0）  U：用途指標（＝1.251.251.251.25：学校） として、下記以外下記以外下記以外下記以外のののの場合場合場合場合は「補強工事補強工事補強工事補強工事をををを必要必要必要必要」とします。  IIIISSSS≧≧≧≧    IS0＝0.6×0.9×1.0×1.25＝００００....６７５６７５６７５６７５ かつ CCCCTUTUTUTU・・・・SSSSDDDD≧≧≧≧    0.3×0.9×1.25＝００００....３３７５３３７５３３７５３３７５

 地震に対し て 倒壊ま た は崩壊する 「 危険性が低い」 I s値０ . ３ 未満  I s値０ . ３ 以上０ . ６ 未満 I s値０ . ６ 以上  大規模な 地震の振動及び衝撃に対し て 倒壊又は崩壊する 「 危険性が高い」 大規模な 地震の振動及び衝撃に対し て 倒壊又は崩壊する 「 危険性がある 」



②②②②    屋内体育館屋内体育館屋内体育館屋内体育館 【鉄骨造(Ｓ造)の場合】  耐震補強工事の要否判定は、  IS≧0.7 かつ ｑ≧1.0 の場合を「倒壊倒壊倒壊倒壊のののの危険性危険性危険性危険性がががが低低低低いいいい」と判定し、それそれそれそれ以外以外以外以外のののの場合場合場合場合はははは「「「「補強工事補強工事補強工事補強工事がががが必要必要必要必要」」」」とします。  準拠基準；文部科学省大臣官房部文教施設企画部「屋内運動場等の耐震性能診断基準(平成 18 年版)」  【鉄筋コンクリート造(ＲＣ造)の場合】  耐震補強工事の要否判定は、  IS≧IS0＝Es×Z×G×U かつ CTU・SD≧0.3×Z×G×U の場合を「想定想定想定想定するするするする地震動地震動地震動地震動にににに対対対対してしてしてして所要所要所要所要のののの耐震性耐震性耐震性耐震性をををを確保確保確保確保しているしているしているしている」と判定し、 それそれそれそれ以外以外以外以外はははは「「「「耐震性耐震性耐震性耐震性にににに疑問疑問疑問疑問ありありありあり」」」」と判定します。  準拠基準：文部科学省大臣官房部文教施設企画部「屋内運動場等の耐震性能診断基準(平成 18 年版)」  日本建築防災協会「2001 年改訂版 既存鉄筋コンクリ－ト造建築物の耐震診断基準・同解説」  網走市網走市網走市網走市のののの場合場合場合場合は、  Es：耐震判定基準指標（＝0.70.70.70.7：屋内運動場基準に準拠）  Z：地域係数（＝0.90.90.90.9：網走市）  G：地盤指標（＝1.01.01.01.0）  U：用途指標（＝1.01.01.01.0） として、下記以外下記以外下記以外下記以外のののの場合場合場合場合はははは補強工事補強工事補強工事補強工事をををを必要必要必要必要とします。  IIIISSSS≧≧≧≧IS0＝ 0.7×0.9×1.0×1.0＝００００....６３６３６３６３ かつ CCCCTUTUTUTU・・・・SSSSDDDD≧≧≧≧    0.3×0.9×1.0＝００００....２７２７２７２７  （（（（５５５５））））耐震補強工事後耐震補強工事後耐震補強工事後耐震補強工事後のののの IIIISSSS値値値値についてについてについてについて  文部科学省では、公立学校施設公立学校施設公立学校施設公立学校施設のののの耐震改修耐震改修耐震改修耐震改修のののの補助要件補助要件補助要件補助要件として、地震時の児童生徒の安全性、被災直後の避難場所としての機能性を考慮し、「補強後補強後補強後補強後のののの IIIISSSS値値値値はおおむねはおおむねはおおむねはおおむね００００....７７７７をををを超超超超えることえることえることえること」」」」としていますが、   網走市網走市網走市網走市ではではではでは、耐震補強工事における施工精度等を考慮し、補強補強補強補強にににに余裕度余裕度余裕度余裕度をををを持持持持たせるためたせるためたせるためたせるため、、、、判定指標判定指標判定指標判定指標のののの    「「「「一割一割一割一割」」」」増増増増ししししを目標として補強工事を行います。  ・校   舎 IIIISSSS≧≧≧≧    0.675×1.1＝００００....７４３７４３７４３７４３ ・屋内体育館 IIIISSSS≧≧≧≧    0.7×1.1＝００００....７７７７７７７７ 


